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幼保連携型認定こども園 森のくまっこでのお
昼時間。おいしそうなごはんでみんな笑顔。
下駄箱横には本日のメニューが貼り出され、
ガラス越しに大きな鍋でたくさん作っている
様子がうかがえます。
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2020年6月24日、本学と中部文
具工業共同組合加盟の文具メー
カー４社との産学連携企画、「2020 
文具デザインプロジェクト」の1回
目のミーティングが行われました。
このプロジェクトは、デザイン領域
の学生が受講する「デザイン実技
Ⅳ」の講義で、3年次までに習得し
たデザイン技術や知識を用い、商
品や製品の企画、調査、開発、製造、
販売までを見据えデザイン提案を
行うという実践的な内容の講座で
す。文具メーカーと相談しながら提
案を考え、優れた提案は製品化も
ありうる夢のあるプロジェクトです。
今回は初回の授業で、メーカー
と学生の顔合わせと課題テーマの
発表が行われ、学生はどのテーマ
に取り組むかを決定します。メー
カーごとにプレゼンテーションの時
間を設け、各メーカーの紹介とテー
マの発表、それぞれの独自技術や
特徴の紹介がされました。

プレゼンテーションに先立ち、履
修した学生が自己紹介を行いまし
た。デザイン領域の4年生が履修す
る講義であり、それぞれに自分の専
門と趣味などを紹介しました。デザ
イン領域のさまざまなコースの学
生に院生も含まれ、多様な学生が
集まりました。
課題テーマは、森松産業株式会
社様「在宅ワークで頭を切り替え
る！テーブル周りグッズ」、株式会社
馬印様「with コロナでの学校生活」、
大同至高印刷株式会社様「オープ
ンキャンパスで配る PPノベルティ
グッズ」、シヤチハタ株式会社様「授
業中のノート作りを助ける筆記具・
スタンプ」の4つ。コロナ禍の昨今
を反映した課題や、学生にとって身
近な学校や授業をテーマとした課

題となりました。4月からオンライ
ンで自宅から受講する学生にとっ
て、自身に関係のあることでもあり、
考えやすいテーマではないかと思
われます。
プレゼンしていただいた各社担
当の方からは、「予算や原価も考え
て相談し提案して欲しい」「いいア
イデアはぜひ製品化したいと社長
からのいわれている」「実現可能な
アイデアを求めている」など、この
取り組みを非常に現実的に捉えて
おり、この機会からいい提案が生
まれることを期待するコメントがあ
りました。
三枝樹成昭講師からは、このプ
ロジェクトの目的と、メーカーの専
門家を含めたデザインプロセスの
説明、また、参考としてこれまでの

プロジェクトで提案された作品の
紹介がありました。
学生はプレゼンを聞き、それぞ

れ希望するテーマを選択、1テーマ
4～5人ずつになるように割り振ら
れました。グループごとに集まり
メーカーの方とミーティングし、現
行商品や企業が保有する技術など
について質問したり、これまでの商
品化の背景などの説明を受けたり
しました。
今回のキックオフミーティングは、

3密を避けて大教室で行われまし
たが、今後は基本的にオンライン
で講義を行い、Facebook上で状況
報告、7月中旬に状況報告の中間
チェックで集まり、8月上旬にシヤ
チハタ株式会社様 大会議室での最
終審査を行うという予定となってい
ます。どんなアイデアが出てくるか、
期待がふくらみます。
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森松産業株式会社
のチーム

本学講師 三枝樹氏
により、1テーマ4～
5人ずつになるよう
に、学生の希望を聞
きながらチームへの
割り振りを調整

名古屋芸術大学　中部文具工業協同組合
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大同至高印刷株式
会社のチーム
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「関心」
　新型コロナウイルス感染症拡大にあたり、4月7日に安倍総理が改正新型イン
フルエンザ等特別措置法に基づく緊急事態宣言を、また、4月10日に大村愛知
県知事が「愛知県緊急事態宣言」を発出しました。
　これらの「緊急事態宣言」の発出を受け、名古屋芸術大学の設置母体である学
校法人名古屋自由学院では、新型コロナウイルス感染症が拡大している事態を
学院全体として危機事象と捉え、4月10日、新型コロナウイルス感染症へ対応
するために危機対策本部を設置し、大学機能の維持に努めるとともに、感染拡大
防止と学生、教職員及び近隣住民の安全確保を第一優先とし、併せて国や自治体
の要請に積極的に応えるよう、早期から対応してきました。

　たとえ一時的にではあっても、教育研究機関である大学が、施設を閉鎖し教育
活動を休止しなければならない事態は開学以来の危機であり、まさに苦渋の決
断でありました。しかし、学生、教職員の健康を確保するとともに、公共財とし
ての大学においては、社会的な価値を保つためにも、このような決断が適切であ
ると判断しました。
　6月1日からは、オンライン授業に併せ、感染予防対策を実施した上での対面
授業を行っていますが、今後、感染の状況に応じて教育活動ができるよう指針を
定めて対応しております。

　これまでも入学式の中止や授業開始の延期等、度重なる変更をお願いしてお
りますが、学生、保護者、教職員の皆様のご理解、ご協力のおかげで大きな混乱
を招くことなく、感謝している次第です。今後とも、なお一層のご理解、ご協力
をお願いいたします。

　名古屋自由学院、そして名古屋芸術大学の建学の精神は、「至誠奉仕」です。こ
れは、「人間性の不断の陶冶」という謙虚な姿勢を持ち、「豊かな感性」により獲
得できる他人への思いやりや物事を見抜く力を得て、社会に貢献できる「想像力
に富んだ人材」を育成する、という学院の教育理念を表した言葉です。
　新型コロナウイルス感染症に立ち向かうために、名古屋芸術大学の学生、教職
員に求められているのは、この「至誠奉仕」の精神ではないでしょうか。
　「豊かな感性」により獲得できる他人への思いやりや物事を見抜く力から、自
分の健康を守るだけでなく、他人への感染を防ぐために、「人間性の不断の陶冶」
という謙虚な姿勢において節度ある行動をとり、社会に貢献できる「想像力に富
んだ人材」となることによって、感染症拡大を抑制し、大学、そして社会を正常
な状態に戻すことができます。そのためにも、建学の精神に立ち返ることが必要
であると考えます。
　本学の学生、教職員が持つ名古屋芸術大学の力、「ゲイジュツのちから」が、今
まさに試されています。
　この難局を乗り越えるためには、大学執行部の力だけでは到底、及びません。
学生、保護者、教職員、その他、本学に関係する皆が一致団結し「オール名芸」と
ならなければ乗り越えられません。皆様方には、たいへんなご不便、ご無理を強
いることとなりますが、大学、そして社会を正常な状態に戻すために引き続きご
協力を賜りますようお願い申しあげます。

学生の皆様　新入生の皆様　保護者の皆様　教職員の皆様
その他、本学関係者の皆様へ

新型コロナウイルス対応方針

　新型コロナウイルスの影響で社会が大きく変貌しています。本学をはじめとする名古屋芸術大学グループのすべてが、大きな影響
を受けています。しかしながら、こんなときだからこそ、「ゲイジュツのちから」が必要であり、また「ゲイジュツのちから」を
信じるものであります。
　本学は、2020年、開学50周年を迎えます。これにあわせ「アートで世の中を応援」というキャンペーンを始めました。はからずも、
このキャンペーンはコロナ禍にある社会に投げかけるにふさわしいメッセージとなりました。本学は、こんな世の中だから、こんなとき
だからこそ、芸術が必要であると考えます。

制作にあたった、メディアコミュニケーションデザインコース  4年 米村明莉さんにお話を伺いました。対面授業が始まった
6月1日でしたが、米村さんは自宅からオンラインで受講。お話もオンラインでお伺いすることになりました。

　澁谷先生は、資生堂宣伝部のインハウスデザイナ
ーだったこともあり、企業から見た目線をしっかりと
お持ちで、私自身とても勉強になります。
　澁谷先生の授業で、コミュニケーションをテーマ
とした課題を考えていたとき、それならば高校生に
メディアコミュニケーションデザインコースをアピー
ルするポスターにしようと提案して下さり、このよう
な課題が実現しました。A&Dセンターでのレビュー
展を広報の方が気に入って下さり、課題が大学広報
へと発展し、非常に嬉しく感じています。米村さん
の持ち味である、爽やかでストレートな表現がうまく
マッチした作品となりました。

櫃田珠実 教授

メディア
コミュニケーション
デザインコース  4年
米村明莉さん

新型コロナウイルス感染症
「緊急事態宣言」への対応及び
危機対策本部の設置について
名古屋芸術大学 学長　竹本義明

　新聞に大学の広告として掲載
されることになり、本当にびっくり
しました。思っていたよりも多く
の人の目につくようなことになり、
私なんかが創ったものでいいの
かなという気持ちになりました。
もともとは、特別客員教授の澁谷
克彦先生の授業で、メディアコミ
ュニケーションデザインコースの

ポスターを創るという課題で、大
学名ではなく、メディアコミュニ
ケーションデザインコースの
「MCD」が入ったものでした。写
真は、サッカーをやっている弟の
試合を見に行ったときに応援す
る高校生たちを撮影したもので
す。最初に澁谷先生とお話しした
段階では、「がんばれ」とか「おは

よう」だとかいった単純な言葉し
か思いつかなくて、そのままでは
面白くないねということになり、
応援の言葉ってがんばれだけじ
ゃないよね、という意見をいただ
きました。応援している高校生た
ちの姿を思い出し、すごく声は出
ているけど、離れて聞いていると
何を言っているのかよくわからな

い（笑）。それをビジュアルで表現
してこのような形になりました。
何を言っているかわからなくても
伝わるものがあり、味方の声だけ
ですごくモチベーションが上がっ
たり、力が出たりすることってた
しかにあるなと思い、そのことが
ストレートに表現できたことが良
かったのだと思います。

　櫃田先生から、自分の好きな
テイストがあるなら、それにこだ
わって続けることも大切、続ける
ことで自分の強みになる、と言わ
れています。私は、最初に浮かん
だアイデアを考えなおし、いろい

ろと手を加えて創っていくという
ことをやりますが、結局、全部捨
てて最初のアイデアに戻ってしま
うことがよくあります。自分のやり
たいことを貫くということが大事
なことだと思っています。

中日新聞 全30段広告
（月刊ブレーン誌 2020年8月号掲載）

新型コロナウイルス感染症についてのお知らせを本学ホームページ上に集約し、随時更新
しています。最新の情報をご確認ください。
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デザインコース  4年
米村明莉さん

新型コロナウイルス感染症
「緊急事態宣言」への対応及び
危機対策本部の設置について
名古屋芸術大学 学長　竹本義明

　新聞に大学の広告として掲載
されることになり、本当にびっくり
しました。思っていたよりも多く
の人の目につくようなことになり、
私なんかが創ったものでいいの
かなという気持ちになりました。
もともとは、特別客員教授の澁谷
克彦先生の授業で、メディアコミ
ュニケーションデザインコースの

ポスターを創るという課題で、大
学名ではなく、メディアコミュニ
ケーションデザインコースの
「MCD」が入ったものでした。写
真は、サッカーをやっている弟の
試合を見に行ったときに応援す
る高校生たちを撮影したもので
す。最初に澁谷先生とお話しした
段階では、「がんばれ」とか「おは

よう」だとかいった単純な言葉し
か思いつかなくて、そのままでは
面白くないねということになり、
応援の言葉ってがんばれだけじ
ゃないよね、という意見をいただ
きました。応援している高校生た
ちの姿を思い出し、すごく声は出
ているけど、離れて聞いていると
何を言っているのかよくわからな

い（笑）。それをビジュアルで表現
してこのような形になりました。
何を言っているかわからなくても
伝わるものがあり、味方の声だけ
ですごくモチベーションが上がっ
たり、力が出たりすることってた
しかにあるなと思い、そのことが
ストレートに表現できたことが良
かったのだと思います。

　櫃田先生から、自分の好きな
テイストがあるなら、それにこだ
わって続けることも大切、続ける
ことで自分の強みになる、と言わ
れています。私は、最初に浮かん
だアイデアを考えなおし、いろい

ろと手を加えて創っていくという
ことをやりますが、結局、全部捨
てて最初のアイデアに戻ってしま
うことがよくあります。自分のやり
たいことを貫くということが大事
なことだと思っています。

中日新聞 全30段広告
（月刊ブレーン誌 2020年8月号掲載）

新型コロナウイルス感染症についてのお知らせを本学ホームページ上に集約し、随時更新
しています。最新の情報をご確認ください。
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からも子どもたちに同じ教育ができるようにと
要望があり、親御さんにお願いしてみました。反
対もあるのでは思っていましたが、意外にスムー
ズに決まり、やはり子どもに教育やいろいろな
経験をさせたいという親御さ
んの要望の強さを感じました。
溝口：親御さんにとって、保育
園が子ども園になり、どんなこ
とができるようになるか、そこ
が一番の関心ではないかと思
います。公立の保育園ではで
きなかったこと、絵本や課外授
業など、そうしたこともとても
魅力的なことではないでしょう
か。

もっともっと
先生にも学生さんにも
来て欲しい！
松本：大学との連携を期待する声も大きくて、
音楽会を行ったり、ゼミの学生さんに来ても
らったりすることもあるかと思います。説明会で
も質問があったんですが、親御さんたちがやっ
ぱりすごく楽しみにしていて、いつですかと聞か
れたりするんですよ。
溝口：今の状況下では、まだ何ともいえませんが、
どんなことができるだろうかと考えています。
松本：じつは、小学校へ向けて配慮が必要な子
がいまして、親御さんも不安に感じています。な
かなか相談にも行けず、そんなときに心理の先
生に来ていただくことやお話を聞く機会があれ
ばと思うんですよね。たしかニコニコワーク
ショップでも、そんな機会があったかと思いま
すが……。
溝口：ニコニコワークショップでは、未就園児の
お子さんが親御さんと一緒に来て、ほかのお子
さんや学生のお兄さんお姉さんと楽しく遊んだ
りしています。そんな中で親御さんから子育て
の悩みや相談を受けることがあります。その場

合には、学部の先生が専門の立場からアドバイ
スをすることもあります。
松本：ぜひ、うちの園でもお願いしたいです！
溝口：もちろんです。私たちとしては、「森のく
まっこ」「クリエ幼稚園」ばかりでなく、今後は
北名古屋市との連携のもとに、広く地域の保育
園や小学校からの相談にお応えできるような仕
組みができればと考えています。他大学でも附
属の保育園や幼稚園を持つところはあります。
しかし、実際には物理的な距離だとかさまざま
な事情があってうまく機能していないのが現状
のようです。名古屋芸大の場合、クリエ幼稚園
はすぐとなりに、森のくまっこも歩いて数分のと

ころにあります。学生がボランティアに入ったり、
日常的につながりがあったりするのは、大学とし
てもとてもいいことだと感じています。ただ、
もっともっと学生たちには、保育・教育現場のこ
とを知ってほしいと思っていまして、そういった
機会を増やしたいと考えています。森のくまっこ
も、新たな活動の場として考えられたらいいな
と思っています。
　大学では、「ボーダレス」の観点で学部や領域
の垣根を取り払った様々な取り組みを推奨して
います。人間発達学部だから保育、教育という
ことではなく、東西両キャンパスの学生たちが
一緒になって、ワークショップを開いたり、子ど
もたちを交えて演奏したり、ものづくりをしたり
すればとても楽しいですよね。実際にクリエ幼
稚園では、すでに東西キャンパスとつながりが
あり、園児の作品を大学で展示したりしている
んですよ。
松本：そうなんですね！ うらやましい！！ 安全
で、楽しくて、子どもたちが興味を示してくれる

ものが一番！ 新しいものも、どんどん取り入れ
ていきたいと考えています。

幼稚園・保育園と大学、小学校の連携も
溝口：小学校に勤めていたときから、やりたい
と思いつつできなかったことが、小学校と幼稚
園・保育園との連携、幼保小の連携なんですよ。
年度末に、次年度小学校に入る子どもたちの様
子なんかを知らせてもらうということはやって
いますが、先生同士で話すだけではしっかりと
伝えることは難しいと思います。入学前に小学
校を体験する、あるいは小学校の先生が子ども
たちの実際の様子をここへ見に来るといったこ

とができれば、小学校へ上がっ
ても戸惑うようなことは少なく
なると思います。ぜひ、やって
みたいですね。
松本：小学校の先生に少しだ
けでもお話ししてもらったり、
子どもたちを見てくれるだけで
も、親御さんはとても安心する
と思います。
溝口：心配事など先生と少しで
もお話しできると違いますよね。
そんなことができればと思い
ます。じつは、昨年の9月から、
小学校の子どもたちを大学に
招いて、人間発達学部の教員

や学生が先生になって授業を行う「子ども大学」
というイベントを開催しました。初めての試みで
したが、熱心に授業に参加してくれて、大きな手
応えを感じました。幼稚園、保育園と大学、さら
に小学校、中学校とつながりが少なかったわけ
ですが、地域的にもうまく連携が取れるように
なればと思っています。
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　幼保連携型認定こども園  森のくまっこは、令和2年4月に開園しました。自然豊かな環境に囲まれながら、「遊
び」を通して様々なことを学び、生きる力を身につけていくことを教育・保育目標とし、名古屋芸術大学グループな
らではの感性教育を行っています。音楽領域の学生に楽器の生演奏を行ってもらったり、美術領域の学生に造形
や制作を教えてもらったりするなど、名古屋芸大グループならではの取り組みを行います。

〒481-0006  北名古屋市熊之庄城ノ屋敷2930番地
0568-26-0130

 森のくまっこ
幼保連携型認定こども園
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　名古屋芸術大学グループには、名古屋芸術大学附属クリエ幼稚園、滝子幼稚園、

たきこ幼児園、愛知保育園と4つの幼稚園・保育園がありますが、この4月に認定

こども園「森のくまっこ」が開園されグループに加わりました。「森のくまっこ」は、

北名古屋市立の熊之庄保育園と薬師寺保育園が統合されて新しくできた北名古屋

市初の幼保連携型認定こども園で、運営組織の公募により社会福祉法人NUAが

選ばれました。今回の特集では、グループの幼稚園・保育園の園長にお話を伺い、

ご紹介するとともに、人間発達学部、さらに芸術大学と幼児教育との関わり合いに

ついて考えます。

幼保連携型認定こども園  森のくまっこ
園長  松本真理子

人間発達学部長
人間発達学研究科長 学長補佐 
教授  溝口哲夫
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子どもも先生も、
遊びの中に成長がある
子どもも先生も、

課外授業や芸大とのつながりに
期待する声
-森のくまっこの方針について教えて下さい。
松本：森のくまっこは、4月に開園したばかりの
新しいこども園です。2つの公立保育園が統合
され、新設されました。ご覧のとおり、まわりに
は田んぼや緑の自然が残るとてもいい環境で
す。そうした環境の中、生活や遊びを通してい
ろいろな経験をし、泣いたり、笑ったりしながら
成長し、生きる力を育てていきたいと思います。
溝口：熊之庄保育園と薬師寺保育園が統合さ
れたわけですが、どんなことが変わるのとか、
親御さんから戸惑いの声が届くようなことはあ
りませんでしたか？
松本：事前に何回か説明会を行いました。教育・
保育の方針を決めて昨年9月に大規模な説明会
を開き、大勢の方に参加していただきました。
保護者会はどうなるんですかといったことや、
課外授業はどうするんですかといった、たくさん

の質問をいただきました。方針としては、こども
園ですがもともとが保育園であり、保育を中心
に据え、これまで公立の保育園ではできなかっ
たことを充実させていこうと考えました。お母さ
んたちは子どもにたくさんの経験を与えたい、

でも、基本的に仕事を持っている方がほとんど
なので時間的な余裕もなく、こども園に課外授
業の充実や芸大とのつながりに期待を寄せる声
がたくさんあります。保育を充実させつつプラス
アルファを考えて準備しました。

溝口：どんなことが人気ですか？
松本：英会話が人気ですね。知り合いに英会話
教室の講師をされている方がいまして、お願い
してやっていただいています。園内でやってい
るので、英会話が終わってから延長保育に戻る
ことができるようにしています。それからレゴも
人気ですね。また、スイミングスクールに園に迎
えに来てもらうようにしたり、課外教室を紹介
したり、園を起点としていろいろな経験ができ
る機会を紹介していて、とても喜ばれています。
ただ、コロナの影響もあり、まだ課外教室など
思うようにできておらず、楽しみにしていた親御
さんから問い合わせがあることもあります。
　それから課外教室のほかに、教育という部分
でも期待があって、園では3、4、5歳児を対象に
月刊絵本を購入しています。
溝口：希望者だけですか？
松本：全員です。公立だと親御さんの負担が増
えることはなかなか難しいと思いますが、担任
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からも子どもたちに同じ教育ができるようにと
要望があり、親御さんにお願いしてみました。反
対もあるのでは思っていましたが、意外にスムー
ズに決まり、やはり子どもに教育やいろいろな
経験をさせたいという親御さ
んの要望の強さを感じました。
溝口：親御さんにとって、保育
園が子ども園になり、どんなこ
とができるようになるか、そこ
が一番の関心ではないかと思
います。公立の保育園ではで
きなかったこと、絵本や課外授
業など、そうしたこともとても
魅力的なことではないでしょう
か。

もっともっと
先生にも学生さんにも
来て欲しい！
松本：大学との連携を期待する声も大きくて、
音楽会を行ったり、ゼミの学生さんに来ても
らったりすることもあるかと思います。説明会で
も質問があったんですが、親御さんたちがやっ
ぱりすごく楽しみにしていて、いつですかと聞か
れたりするんですよ。
溝口：今の状況下では、まだ何ともいえませんが、
どんなことができるだろうかと考えています。
松本：じつは、小学校へ向けて配慮が必要な子
がいまして、親御さんも不安に感じています。な
かなか相談にも行けず、そんなときに心理の先
生に来ていただくことやお話を聞く機会があれ
ばと思うんですよね。たしかニコニコワーク
ショップでも、そんな機会があったかと思いま
すが……。
溝口：ニコニコワークショップでは、未就園児の
お子さんが親御さんと一緒に来て、ほかのお子
さんや学生のお兄さんお姉さんと楽しく遊んだ
りしています。そんな中で親御さんから子育て
の悩みや相談を受けることがあります。その場

合には、学部の先生が専門の立場からアドバイ
スをすることもあります。
松本：ぜひ、うちの園でもお願いしたいです！
溝口：もちろんです。私たちとしては、「森のく
まっこ」「クリエ幼稚園」ばかりでなく、今後は
北名古屋市との連携のもとに、広く地域の保育
園や小学校からの相談にお応えできるような仕
組みができればと考えています。他大学でも附
属の保育園や幼稚園を持つところはあります。
しかし、実際には物理的な距離だとかさまざま
な事情があってうまく機能していないのが現状
のようです。名古屋芸大の場合、クリエ幼稚園
はすぐとなりに、森のくまっこも歩いて数分のと

ころにあります。学生がボランティアに入ったり、
日常的につながりがあったりするのは、大学とし
てもとてもいいことだと感じています。ただ、
もっともっと学生たちには、保育・教育現場のこ
とを知ってほしいと思っていまして、そういった
機会を増やしたいと考えています。森のくまっこ
も、新たな活動の場として考えられたらいいな
と思っています。
　大学では、「ボーダレス」の観点で学部や領域
の垣根を取り払った様々な取り組みを推奨して
います。人間発達学部だから保育、教育という
ことではなく、東西両キャンパスの学生たちが
一緒になって、ワークショップを開いたり、子ど
もたちを交えて演奏したり、ものづくりをしたり
すればとても楽しいですよね。実際にクリエ幼
稚園では、すでに東西キャンパスとつながりが
あり、園児の作品を大学で展示したりしている
んですよ。
松本：そうなんですね！ うらやましい！！ 安全
で、楽しくて、子どもたちが興味を示してくれる

ものが一番！ 新しいものも、どんどん取り入れ
ていきたいと考えています。

幼稚園・保育園と大学、小学校の連携も
溝口：小学校に勤めていたときから、やりたい
と思いつつできなかったことが、小学校と幼稚
園・保育園との連携、幼保小の連携なんですよ。
年度末に、次年度小学校に入る子どもたちの様
子なんかを知らせてもらうということはやって
いますが、先生同士で話すだけではしっかりと
伝えることは難しいと思います。入学前に小学
校を体験する、あるいは小学校の先生が子ども
たちの実際の様子をここへ見に来るといったこ

とができれば、小学校へ上がっ
ても戸惑うようなことは少なく
なると思います。ぜひ、やって
みたいですね。
松本：小学校の先生に少しだ
けでもお話ししてもらったり、
子どもたちを見てくれるだけで
も、親御さんはとても安心する
と思います。
溝口：心配事など先生と少しで
もお話しできると違いますよね。
そんなことができればと思い
ます。じつは、昨年の9月から、
小学校の子どもたちを大学に
招いて、人間発達学部の教員

や学生が先生になって授業を行う「子ども大学」
というイベントを開催しました。初めての試みで
したが、熱心に授業に参加してくれて、大きな手
応えを感じました。幼稚園、保育園と大学、さら
に小学校、中学校とつながりが少なかったわけ
ですが、地域的にもうまく連携が取れるように
なればと思っています。
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遊びの中に成長がある
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課外授業や芸大とのつながりに
期待する声
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五感を養い、感性を伸ばす
-愛知保育園の特徴について教えて下さい。
田中：どの幼稚園、保育園も同じだと思いますが、
子どもの幸せを第一に考える、情緒豊かな人格
形成を養うというのが理念です。ポイントはそ
のやりかたにあると思いますが、ガチャガチャ
と気ぜわしくなく、ゆったりとした生活の中で子
どもたち個々のいいところを見つめ、育む。職員
も落ち着いて、じっくりと子どもを見る。そうい
うやりかたがだんだんできてきたのではないか
と思います。
　情操や感性がどういうことなのかというのは、
とても難しいと個人的には思っています。感性
といっても一人一人違います。ですから、私は大
雑把に受け取って、子どもたちの関心、個性を
尊重して伸ばしてあげたいと思っています。なに
か教える教育をするということよりも、五感で
感じる、五感を養うことを考えています。
　今、力を入れているのが触覚と味覚です。最
近では、管理栄養士さんも一緒になって「だし」
を子どもたちと味わったんです。「鰹だし」や「昆
布だし」を薄めて、それを舐めて当てるゲームみ
たいなことなんですが、子どもって敏感でよくわ
かるんですね。職員にとってもいい経験になり
ました。
　それから、他の保育園にはない特徴としては、
やはり芸大とのつながりがあります。といっても
クリスマス会に音楽領域の学生さんに来ても

らっただけですが、それでも違います。生演奏
は素晴らしく、小さな子どもでもしっかり聴いて、
体感していることがよくわかります。もっと、もっ
とそんな機会を増やしてあげたいと思います。
　もう一つ、世代間交流も行っています。保育
園のある地域は、中川区の工場と古い住宅が混
在する地域で、高齢者が多いところです。近所
の方にお声がけをして、お手玉や手遊び、歌など、
伝承的な遊びを毎月やっていただいています。
職員も、うちの保育園には20代から70代まで
全世代いるんです。70代の職員は、泣いてる子
どもでも抱っこして寝かしつけちゃう達人なん
ですよ。

安部：お話を伺って、とても安心しました。初め
におっしゃった子どもたちのことを見守ること、
好奇心とか情操とかは、保育や幼児教育の表層
がどんなに変わっても、決して変わらない考え
方の根っこのところですよね。その部分のお話を
されているんだろうと思って聞いていました。表

面的なことよりもそういった根本のところを大
事にされているんだなと思いました。五感って、
子どもそれぞれが自分で持っているものですよ
ね。だから、外側ではなくあくまで子どもの内側
にこだわる、そのことを一貫して話されている
んだなぁと。それが確認できてほっとしたとい
いますか、今日は来てよかった（笑） 。今度、学
生を連れて、見学というか、遊びに来ますよ。
　世代間交流ですが、高齢者が子どものところ
へ行くと、最初、慣れていないのと怖そうなので、
泣くんですよ。それが、どういうわけか子どもは
すぐ慣れるんです。普通の大人より、高齢者の
方が慣れるのが早いんです。すぐに一緒に遊ぶ
ようになります。どうしてなのかわからないです
けど、観察していると、高齢者の方は、前に立つ
保育者ではやらないようなこと、こっそり服を直
してあげたり、ちょっと世話を焼くようなことを
見えないところでやっているんです。そういうこ
とも子どもはわかっているんだな、伝わるんだ
なと考えたことがあります。この保育園では近
所の方が来られて、そういうことが自然にでき
ているんだと思います。

ゆったりと子どもを育てる
田中：お母さんたちは、仕事を終えてから子ど
もを迎えに来ているわけで、さっさと支度をし
て靴を履かせて連れて帰りたいわけですよ。で
も、そこでゆっくりと子どもを待って下さいと。

子どもは自分でできることをやろうとします。
ゆっくりながらも一所懸命靴を履く。すると、お
母さんはその姿を初めて見てびっくりします。そ
んなことがしばしばあります。入園して3ヶ月く
らいすると、お母さんも自分が子どもだった頃
を思い出すようで、だんだんとゆっくりとした、
こちらのペースになってくるんですよ。
安部：今でいう特別支援教育に取り組んでいた
頃です。僕を指導してくれていた先生が、配慮が
必要な子の親御さんは、当然のことながら、心
身共に負担が大きい。だから、その家族には、
保育園、幼稚園に入っていた3年間、４年間をあ
とから振り返ったときに「幸せだった」と感じさ
せてあげなきゃ、ということをいわれました。子
どもにも親御さんにも「あのときはよかった
なぁ」という経験をさせてあげる
こと、そういう役割も保育園や
幼稚園にはあるのかなと思いま
す。たぶん、子どもも大人も日々
イライラを募らせながら生活し
ていて、せめて保育園へ来たとき
にはほっと安心できる、そうした
感覚や感じを与えていかなけれ
ばと思います。ここの子どもたち
みたいに、こんなに穏やかなら
いいですよね。お母さんたちも、
トゲトゲしく帰らなくてもいいも
んね。
田中：そうですね。保育園に慣れ
てくると、お母さんたちは先生と
しゃべって、スッキリして帰っていきますよ。

スキルは子どもと一緒に
高めていけばいい
-人間発達学部には、幼稚園や保育園の先生にな
ることを志望する学生がいます。園長先生なら、
どんな先生になって欲しいと思いますか？
田中：保育園としては子どもが大好きなことで
すね。「ピアノが弾けないと駄目ですよね」とよ
く聞かれるんですが、ピアニストみたいにピアノ
が弾けても子どもが乗ってこなければ一緒で、
うまく弾けなくても子どもが集まってくればいい
じゃないですか。子どもが好きな人、子どもを包
みこめる人、そんな人がいいですね。
　スキルは、やっていくうちに身につけていけば
いいんですよ。大学を卒業する段階では身につ
いていなくて当然です。保育士というのは、子ど
もと接してそこから真剣になってスキルを上げ

ていくものですよ。子どもと一緒に高めていって
もらえばいいと思っています。机上の空論では
ないんだけれども、いくら勉強してもそれがそ
のまま子どもに当てはまるとはかぎらないじゃ
ないですか。
安部：ところが、実際に子どもと接したときに、
自分の想像と違う。という最初の壁があって、
「こんなはずじゃなかった」となる学生がけっこ
ういるんですよ。
田中：なんでしょうか、子どもを美化しすぎとい
うか。子どもって、もちろんかわいいですけど、
かわいいだけじゃないですよね。子どもの正面
だけでなく、ちゃんといろいろな角度から見て、
それでも子どもが好きな人ですね。
安部：実習の途中で行けなくなった学生は、やっ

ぱり自分の理想と違っていたんです。理想と違
うと、この頃の学生は「教育ってそういうもの
じゃない」なんていったりしますよ。先生がおっ
しゃった美化されたところ、本当に表層的なと
ころを理想と捉えてるんですね。たしかにそれ
は、子どもが育った理想の姿なんですよね。だか
らそうなるようにがんばって手をかけるのが保
育なのに。
　僕は、保育者になるというのは、その園の先
生になっていくことなんだよと説明してるんです。
その保育園の先輩方に子どもと一緒にかわいが
られて育っていくんだよと。無理せず素で行っ
て、できないことや足りないことは悩む必要が
あってから悩めばいいと。
　子どもの前に行くのが嫌になるというのもあ
るけど、ちゃんと次の日に子どものところへ行け
る学生であって欲しいですね。そういう学生に
育てたいと思います。子どもって怒られても、次

の日ちゃんと来ますよね。先生がそこにいない
というのは、ちょっと駄目ですよね。
田中：以前読んだ本の一節に、保育のプロは子
どもをかわいいといってはいけない、かわいい
と思った段階でプロではない、みたいなことが
書いてあったんです。プロとは、この子をこう育
てたいと考えて、かわいいなんていっていられ
ないと書いてあります。それを読んで、私、プロ
じゃなーい！（笑）。
安部：ああ、同じこと思った！（大笑）。
　学生が習っているのは、子どもの固有性やリ
アルな姿みたいなことを排除した部分なんだろ
うな。だから根本のところがわからない。学生た
ちにちゃんと伝えられていたかなと反省します
ね。

田中：保育にかかわるというこ
とは、親御さんが見ることのでき
ない一番大切なところを見るこ
とができるんですよ。立った、歩
いたを親御さんよりも先に私た
ちが見ることが多い！
安部：幼稚園の教員をやってい
たときも、先生のおかげでこん
なことができるようになりました、
なんていわれたりしましたが、ご
めんね、僕が一番いいところを
いただいてしまってと。一番いい
ところに遭遇してるのが保育者。
その現場に立ち会えるという感
覚。こういったことのよさも学生

にちゃんと伝えてなかったかもなあ。
田中：感動ですよ、歩いた！とか（笑）。
安部：そうそう！ 歩いたーっ！ですよね（笑）。
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　愛知保育園は、昭和29年9月1日に名古屋市中川区愛知町において愛知県知事（当時は桑原幹根知事）から個
人立の保育所として許可を受け、現在創立63年目を迎える歴史ある保育園です。平成29年4月1日から、名古屋
芸大グループ法人である社会福祉法人NUAが運営を引き継いでおり、「何事にも興味・関心を持てる豊かな心を
育む園」を保育目標として掲げ、職員が一丸となって運営しています。

〒454-0807  名古屋市中川区愛知町30-20
052-351-7014

http://aichihoikuen.jp/

愛知保育園
園長  田中伸代

人間発達学部 子ども発達学科長 
教授  安部 孝

「子どもが好き」
ということが一番
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　愛知保育園は、昭和29年9月1日に名古屋市中川区愛知町において愛知県知事（当時は桑原幹根知事）から個
人立の保育所として許可を受け、現在創立63年目を迎える歴史ある保育園です。平成29年4月1日から、名古屋
芸大グループ法人である社会福祉法人NUAが運営を引き継いでおり、「何事にも興味・関心を持てる豊かな心を
育む園」を保育目標として掲げ、職員が一丸となって運営しています。
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愛知保育園
園長  田中伸代

人間発達学部 子ども発達学科長 
教授  安部 孝

「子どもが好き」
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　たきこ幼児園は、平成26年4月1日に名古屋芸大グループ校として、乳幼児の保育と名古屋芸術大学及び名古屋
芸術大学保育専門学校の保育者養成機関としての実習を目的として開園しました。保育専門学校のキャンパス内に
はたきこ幼児園のほか、滝子幼稚園もあり、保育の専門学校、幼稚園、保育所が同じ敷地内にあるのは県内初です。
ここでは、キャンパス内が一体となり乳幼児の保育及び教育に取り組んでいます。

学校法人名古屋自由学院

滝子幼稚園
〒466-0047  名古屋市昭和区永金町1-1-15

052-882-0464
http://www.nua.ac.jp/takiyo/

社会福祉法人NUA

たきこ幼児園
〒466-0047  名古屋市昭和区永金町1-1-32

052-882-0467
http://www.fukushi-nua.or.jp/takiko/

名古屋芸術大学

附属クリエ幼稚園
〒481-0006  北名古屋市熊之庄射矢重95

0568-24-0324
http://www.nua.ac.jp/crea/

　クリエ幼稚園では、自分の頭と身体全体に働きかけて物
事を発見したり感じ取ったりする力を伸ばし、次代を拓く
にふさわしい「明るく聡くたくましい」子に育つように努め
ています。また、恵まれた周囲の自然環境、広い園庭を生
かし、大学や地域との関係を深め、幼児の可能性と個性を
育み広げています。愛園会活動に加え、「サポーターズ」活
動が盛んで、保護者も楽しく参加できる教育活動も展開し
ています。

　滝子幼稚園は「一人一人の個性を大事にした豊富な生活
体験により、その子らしい考え方や感じ方、取り組み方を
実現していく過程を大切にする」を長年、教育理念に置い
てきました。その子らしい考え方や感じ方、取り組み方を実
現させていくためには、子どもが自分で考え、気づき、工夫
して主体的に遊ぶことが欠かせないと考えています。この
自尊感情は、生きる力の基礎となる重要な要素であり、そ
の育ちを大切にした教育活動を展開しています。

クリエ幼稚園  担任
窪田仁美

　まず建物が面白い
ですよね。お部屋が六
角形で正面がありませ
ん。廊下もなくて、移
動する場合には必ず
別のお部屋を通ります。
そのことで、必然的に
他の年齢の子どもと
の交流が生まれたり、

邪魔をしないように静かに通ったりと、いろ
いろなことが自然に身についていきます。
　大学と隣接しているため交流も深く、親子
でオーケストラを見に行ったり、西キャンパ
スで版画や紙漉きのワークショップを体験し
たり、昨年はミュージカルコース、エンターテ
インメントディレクション＆アートマネジメン
トコースの方たちにミュージカルを幼稚園で
上演していただきました。たくさんの機材が
運び込まれ、衣装も本格的で、子どもたちも
職員も大いに楽しみました。こうしたイベン

トの他にも、人間発達学部のゼミの学生さ
んや音楽のボランティアなど、普段から来て
いただく機会が多くとても助かっています。
　先生を目指す学生さんには、実習やプレ実
習に来てもらうことがありますが、幼稚園・
保育園の仕事っていいなと思ってもらえる保
育の場となるよう心がけています。園児たち
には、卒園してからも幼稚園って楽しかった
と思えるようないい思い出をたくさん作って
欲しいと思います。
　先生たちとは、やらせる保育ではなく、子
どものやりたいことを伸ばす、子どもが自分
の遊びを見つけられる、のびのびとした環境
にしたいと話し合っています。

たきこ幼児園  園長
武石協子

　たきこ幼児園は「子
どもの幸せと健やかな
成長」を最優先に考え、
見て・やって・教えて
学ぶ体験を大切にして
います。開園当初から
モンテッソーリ教育を
導入し、開園から7年
目になり、やっと教具

などが整ってきたところです。住宅街の中の
小さな園ですので、なんとかして子どもたち
に自然に触れさせたいと思い、園庭にみかん
やびわ、柿など果樹を植え、年間を通して自
然を感じられるようにしました。また、園庭
には小さいながらも築山や丸太を配置し、
裸足で遊ぶことができるようにし、あわせて
毎日のリズム遊びで体力をつけ、頑張りのき

く強い身体を育てています。園のまわりを1
周するだけでへとへとになっていた子も毎日
の活動の中でしっかりと歩けるようになって
いきます。
　乳幼児期は虫や草、石ころなど小さなもの
に興味を示す敏感期です。バーチャルでなく、
直接触れて体験することが大切な時期に、
五感を洗練し、丈夫でしなやかな身体を作
ることをベースに活動を自分で選び、手指を
使い、繰り返し集中して目的を達成するとい
う、モンテッソーリ教育を実践しています。
子どもたちが思わず手に取り、やってみたく
なる教具を先生たちが工夫して手作りしてい
ます。

滝子幼稚園  園長
クリエ幼稚園  園長
木下眞吾

　大学とは物理的に
離れているため関わり
は少ないのですが、保
育専門学校と隣接して
いることもあり、実習
やプレ実習などカリ
キュラムの中で学生さ
んに来ていただいてい
ます。また、アルバイト

という形で学生さんに来ていただき、非常に
助かっています。クリエ幼稚園へは、年間を
通して多くの先生、学生さんに来ていただい
ていますが、こちらとも連携を深めていけれ
ばと思います。入園式や卒園式には生演奏
に来ていただいていますし、こうした機会が
増えることは子どもたちにとっても非常に有
意義なことだと思います。美術やデザインな
どの領域と連携するようなことはあまりあり
ませんが、子どもたちにとっては本物に触れ
られる機会があればあるほど有意義だと思

います。滝子幼稚園は附属とはなっていませ
んが、名古屋芸大グループの一員としてつな
がりを増やしていければと思っています。
　私自身、これまで小学校、中学校の教員と
して勤めてきており、幼稚園や保育園の子ど
もたちのような小さな子どもたちの育ちを支
援していくことは初めての経験です。まだ自
分の意思をうまく伝えられないような子の教
育に、小学校とはまた違う難しさと同時にや
りがいと面白さを感じています。

教具に倣って作
られた世界地図。
こちらもクオリ
ティの高さに素
直に驚く

子どもたちの作品の一部。いろいろな形が組
み合わせてデザインされ、ステンドグラスのよ
うに着色されている。制作には長時間の集中
が必要であることが一目でわかる

モンテッソーリ教具
がたくさん。しかし、
そもそも教具には、
0 ～ 3歳向けのもの
が少なく、職員らに
より手作りされてい
るものも多い

小さいながらも園庭には柿や枇杷などの果樹が植えられ、築山、丸太などあ
り、自然が感じられる。子どもたちは、裸足で泥だらけになり、元気に遊ぶ

園舎の裏側に
はビオトープ
として小川と
池があり、ザ
リガニ釣りを
はじめ、さま
ざまな生物と
触れ合うこと
ができる

大学に隣接するという地の利を生かし、園児が大学へ赴くこともしばしば。
西キャンパスでのワークショップや演奏会の鑑賞など、いろいろな体験が
できることもクリエ幼稚園の魅力となっている
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人間発達学部の可能性を拡げる試み

「子ども大学」を実施
　昨年の11月と12月、今年の2月
と3回にわたり、小学生が本学人
間発達学部の教員、学生から講義
を受ける「子ども大学」が実施され
ました。西キャンパスでは例年、夏
休みに美術、デザインの講座を受
講する「一日芸大生」が実施されて
いますが、「子ども大学」はその人
間発達学部版といったところ。理
科工作、パソコンを使ったゲーム作
り、楽器＆ハワイのレイづくり、バ
ランスボールを使った運動、さら
に、赤ちゃんのお世話といった保
育の講座などが用意され、師勝北
小学校3～6年生、24名が受講しま
した。講義に加えて、「芸大祭」と
「春を呼ぶ芸術フェスティバル」の
見学もあり、盛りだくさんの内容で
す。最終回には卒業式も行われ、
角帽を被り、学部長の溝口先生か
ら修了証書が授与されました。修

了後のアンケート（卒業レポート！）
では、楽しかったという感想や、来
年もやって欲しい、3日間では足り
ない、もっと先生の専門分野の講
義が聴きたかったなどなど、予想
を上回る反応と要望が寄せられま
した。大学に関心や興味を持って
もらうことや、大学と地域の関係
を深めることに加え、大学が担っ
ている「教育するという役割」とし
て、学生が教える立場になること
で、教員の育成と、さらにその先に
ある子どもを育てるということを
同時に果たす形になり、とても意
義深いイベントとなりました。
　今年度は、新型コロナウイルス
の影響もあり、まだ予定が立てら
れない状況ではありますが、今後
の発展が大いに期待されるものと
なりました。

人間発達学部 
子ども発達学科長

教授  安部 孝

　このところ、産官学連携やボランティアなど大
学に期待する社会の声が大きくなり、教員や学
生達がいろいろな場所へ赴くことが増えまし
た。ですが、本来、大学や学校というのは、学生
や子どもが集まり、人が集まってこその場所で
す。大学が持つ本来的な役割を見直してみたら
という考えがはじめにあり、子どもを集めよう、
大人も集めようということで「子ども大学」とい
う形になりました。そして、人に来てもらうので

あれば、地域の人たちに学生が普段使っている
設備と施設を使い、見てもらうことがいいと思
いました。クリエ幼稚園の園長を務めた経験か
ら、卒園した子どもたちにもう一度大学に来て
もらえるような機会をつくりたいという思いもあ
りました。
　昨年は初めての試みでしたので、師勝北小学
校に限定して参加者を募り、24名の小学生が参
加してくれました。実際に講義を行い子どもた
ちの反応を見て感じたのが、大学と教員個々が
持つ「教育する力」の価値です。子どもたちは非
常に熱心にそして、いきいきと講義を受け、時
間が足りない、もっとやって欲しい、という声を
たくさんいただきました。子どもたちに学ぶこと
の楽しさをわずかでも伝えられたのではないか
と思います。そして大学の持つ「教育力」をあら

ためて感じました。
　運営と企画には、学校教育コースをはじめと
する多くの学生がかかわってくれました。このこ
とも教員を目指す学生には、地域と協働し、実
践力やコミュニケーション力を高めるとても価
値ある経験になったのではないかと思います。
また、教員にとっても地域における教育力となり、
新たな可能性への気付きや、研究課題の発見・
解決につながる、大変意義深いものとなりまし
た。人間発達学部にとっても、さらなる可能性を
拡げる機会になったのではないかと思います。
　北名古屋市には小学校が10校あります。本
年は新型コロナウイルスの影響によりまだ思う
ように活動できませんが、長期的な視点に立ち、
「子ども大学」の活動をさらに拡げて継続してい
きたいと考えています。

かんたん楽器＆レイづくり 赤ちゃんのお世話 弾んで遊ぼう“Gボール”

楽しい理科工作 パソコンでゲームを作ろう！

東條文治 准教授

　人間発達学部、恒例の春のイベント。合唱、
ピアノ演奏、サークル発表、などなどじっくり鑑
賞しました。大学って、なんだかとっても楽しそ
う！ 一緒に過ごしたお兄さんもお姉さんも、み
んな優しかった。

　はさみ、ホチキス、セロテープで作る、簡単な
理科工作。ブーメランや風車、面白い形の紙飛
行機を作って、遊びました。男の子から大人気！ 
先生が専門の、自然科学や古生生物の話がもっ
と聞きたい、実験もやってみたいとリクエストも。

　ブロックを組み合わせる感覚で簡単にプログ
ラミングできるツールを使って、ゲーム作りを体
験。子どもたちは夢中でパソコンに向かいまし
た。もっともっとやりたかった、時間が足りない
という声をたくさんいただきました。

　Gボール（バランスボール）を使っての運動。
いろんな姿勢でバランスをとったり弾んだり。カ
ラフルなボールは気持ちも上がります。音楽に
合わせて振り付けを練習してダンスにも挑戦。
難しいけど、身体を動かすのはやっぱり楽しい！

　Worldeaオナーズプログラムのハワイ研修に
参加した学生スタッフが、報告会と「かんたん楽
器＆レイ作り」を行いました。ハワイでの体験活
動や、小学校、保育園の様子も写真を交えてレ
ポートしました。

　生まれたばかりの赤ちゃ
んって、どうやって抱っこすれ
ばいいの？ お風呂はどうやっ
て入れる？？ おむつは？？？ 
赤ちゃんのお世話について
体験しながら学ぶプログラム。
赤ちゃんが思ったより重くて
びっくり。抱っこのやり方を友
達に教えてあげたいという声
も聞かれました。

「春を呼ぶ芸術フェスティバル」鑑賞

小田良枝 准教授

昼食は学生スタッフと
一緒に「芸大祭」で

11月開催時には、
「芸大祭」も同時に

行われました

角帽を被って
修了証書の授
与。3日間の講
座でしたが、本
格的な卒業式
となりました

吉村美由紀 准教授

堀場みのり 講師

加藤智也 教授

入学式の様子

人間発達学部長
人間発達学研究科長
学長補佐 

教授  溝口哲夫
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　お話を伺った伊藤さんは、学生時代、ページ下のシヤチ
ハタ株式会社の「手洗い練習スタンプ おててポン」のアイ
デアを提案した方。卒業後、印刷・Web制作会社へ就職し
た後、転職して現在はメーカーのインハウスデザイナーとし
てお勤め。定時後の会社へお邪魔し「おててポン」のアイデ
アについてや、現在のお仕事、デザイナーとして企業に勤め
ることのリアルをお伺いした。

●●●
　「シヤチハタさんとのコラボに私が参加したのは3年目で、
それまでの先輩が出した作品を見ることができたんです。
それで、もうアイデアは出尽くしてるなと思いました。とりあ
えずいろいろな方向性を考えてみて、メモに書き出してみた
りしていました。たしか、このアイデアがものになるかなと
感じたのは、お風呂の中。よく、買うものとか明日忘れちゃ
いけないものを手にメモしたりするじゃないですか。それが
お風呂で洗うと消える。消えることを確認し、なんとかなる
かなぁと思った記憶があります」　ぱっと浮かんだアイデア、
そのときはそれほどいいアイデアとは思っていなかった。む
しろ、突飛すぎて駄目じゃないかと考えたという。「アイデア
としてちょっと変かなと思い、先生にいうにも恥ずかしいと
いうか、めちゃくちゃのような気がして、たくさん前置きしな
がら説明しました（笑）。話してみると、すごくいいよといわ

れてほっとしました。一緒に何案か安パイの代案も考えてい
たと思います」。

●●●
　伊藤さんは、デザイナーとして就職するが、学生時代から
企画や開発のセンスを持ち合わせていたようで、入社して数
年もするとデザインの仕事に加え、Web系の仕事をする部
署へと異動となった。「入社して2年間は、グラフィックデザ
イナーとして紙媒体のデザインをやっていました。後々、アー
トディレクターになりたいと考えていて、仕事をしながら勉
強したりしていました。会社でそんな希望を出していたとこ
ろ、デジタルソリューションというWeb制作の部署へ異動
となりました」 　Web制作の部署へ移り、サイトの制作や
広告運用の提案を行うなどの仕事をすることになった。現
職へ転職するまでの間、数々の案件をこなした。中には、東
海地区の方なら誰もが知るような大きなクライアントの仕
事も多数含まれる。「学生時代から、私は企画とかコンセプ
トがしっかりしていないとなかなかデザインができないタイ
プで、適性はもしかするとこっちにあるのかもしれないと思
いますね。企画書を書いて提案する仕事がかなり増えまし
た。ただし好き嫌いでいえば、企画書を書くよりもデザイン
の仕事が好きで、仕事に追われる中、やっぱりデザインの仕
事をやりたいなと考えるようになりました」。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1991年 愛知県生まれ
2014年 ヴィジュアル
 デザインコース卒業
 プリ・テック株式会社入社
2020年 転職し、パウダーフーズ
 フォレスト株式会社入社
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伊藤友美
NUA-OG

（いとう　ともみ）

Vol.103

パウダーフーズフォレスト株式会社
制作部　デザイナー
http://www.pfforest.com/

　多忙さも考えを後押しした。お客さんと直接やりとりし要
望を引きだし、それを制作側へ依頼して作り上げていく。デザ
イナーであったため、ときには自分でも手を動かし制作に加
わる。お客さんを持つ以上、やはり優先するのはお客さんであ
り、時間的な拘束も増えた。企画を練り、折衝し、自ら制作も
行う。心身ともに悲鳴を上げ始めるのも当然だった。「ちょっ
と頑張りすぎましたね。仕事はとても面白かったんですが、も
うちょっとデザインの仕事がしたいなと思いました。デザイ
ナーとしても成長できるところへ行きたいとも考えました」。

●●●
　転職するに当たり、Web系の制作会社のディレクターとし
てやっていくか、業界問わず広報室に入るか、メーカーに入り
デザインをやっていくか、この3つを考えた。そして、自分の
好きな感じのデザインを出しているところがいいと考え、現在
の会社へ転職する。「工業系のところより、かわいい感じのデ
ザインを出しているほうがいいなと思い、軽い気持ちで受け
てみました。今の上司が面接してくれたのですが、とても相性
がいいなと感じ、とんとん拍子で話が進みました。今は一緒
に仕事をしていますが、デザインの考え方も、アウトプットも

尊敬でき、とても勉強になります。会社を変わってまだ4ヶ月
なので、まだお見せできるようなものはないのですが、広告写
真やWebページなど、試行錯誤しながら作っています」。

●●●
　「そんなことはないと思うんですが、社会人になるとお金を
もらっているわけで、なんとなく誰も教えてくれないんだとい
う感覚がありました。もちろん上司や先輩が丁寧に教えてくれ
るんですが、デザインのスキルは教えられるだけでは伸びな
いので、自分でやって覚えていくしかありません。だけど、そ
れがなぜかわからなかった。勤めだした頃は、最初から完璧
なものを作りたいと無理をしていましたね。時間はかかりすぎ
るし、スキルも足りない。自分にできる範囲の仕事ならすぐで
きるんですけど、ちょっとそれを越えると、もうぐちゃぐちゃで
した。少しずつ成長していくしかないんですね」　以前の自分
の働き方を述懐した。ものごとに近道はなく、遠回りに思えて
も一つ一つ積み上げていくしかないというのは実感だろう。
現在は、一歩一歩デザイナーとしてのキャリアを積み上げて
いっていることを感じさせる。新しい環境ではつらつと働いて
いる様子が頼もしく見えた。

　シヤチハタ株式会社と本学の産学連携ワークショップで伊藤友美さんが提案したアイデアから「手洗い練習スタンプ お
ててポン」という商品が生まれたのは2016年11月のこと。それが、今年に入り、新型コロナウイルスの影響で、前年同月
比で出荷数が10倍にもなっているそうです。商品開発のこと、本学とのコラボのこと、いろいろと伺ってきました。

「おててポン」について伺いました

プレゼンの段階では、「ウォッシュポン」という名前でした。アイデアを最大限生かすため、大きさや印面デザインも見直しが行われました

手に押したスタンプが消えるまで手を洗う
ことで、しっかりと手洗いしたことが確認で
きる商品。スタンプを、従来の役割ではなく、
消すことで意味を持つという逆転の発想を
高く評価していただきました。新型コロナウ
イルスの影響により、手洗いの重要性が
再認識されたことで、「しっかり手洗いをサ
ポート」という発売当初からのコンセプトが
広く受け入れられ大きな話題になりました

-プレゼンの資料ですね。ちゃんと残して

あるんですね。

松田主任（以下敬称略）：私は、その場に
いて発表を拝見していました。当時、私は

まだ入社3年目で、審査するのではなく、

資料をまとめる役割で参加していました。

企画の新規性といいますか、聞いていてな

るほどと思いとても印象に残っています。

　ワークショップでは、もともと販売して

いた30mmと25mmの四角いスタンプ

を使い、その印面デザインを考えるとい

う課題でした。製品化するに当たっては、

アイデアを生かせるように考え直し、洗

面所などでも置きやすい小さなサイズに

変えています。

向井室長（以下敬称略）：当社では、スタ
ンプの使い方として「FAX済」や「領収済」

といった事務効率を向上させる商品を中

心に作ってきました。事務用品以外の使

い方を模索するような動きも社内にあり

まして、肌に押すようなアイデア、サッ

カーの応援で顔にペイントしたりします

よね、そんなものもあったかと思います。

ただ、伊藤さんのアイデアのような用途

提案、いつどんなふうに使うかはっきりと

用途まで考えたアイデアはとても新鮮で

した。

-製品化するまで4年近くかかっています。

どんなことがあったんですか？

向井：商品として見た場合はまだ完成で

はありません。商品化するためにはアイ

デア以外もたくさん必要です。また社内

には他にもたくさんの商品化のアイデア

があります。4年というのは、じつは特別

長いというわけでもないんですよ。

松田：せっかくのいいアイデアなので、そ
れを生かせるようにと手直しさせていた

だきました。一番の機能は、しっかりと手

洗いをさせることです。私にも子どもが

いますが、妻に聞いてみたところ、しっか

りと手洗いさせることが難しいといいま

す。手洗いの習慣を身につけさせたいと

いうのであれば、すぐ洗い流せるような

スタンプでいいのですが、しっかり洗う

となるとすぐ消えるようなものでは駄目

です。研究開発部門に相談し、石鹸で

洗っても30秒は消えないインキを開発し

てもらいました。もちろん、口に入れても

問題ない安全性も確保しています。

向井：どの会社の石鹸で洗っても30秒
かかるということも検証してるんですよ。

松田：たくさん試しましたね。インキとの
相性もあるかと思いますが、極端にすぐ

消えてしまわないように注意はしました。

市販されている石鹸は、ほとんど試して

みたのではないかと思います。

-印面のデザインも変わっています。デザ

インはいかがだったでしょうか？

向井：伊藤さんのデザインは直球でパ
ワーがありますよね。見た瞬間、何をした

いかがすぐわかります。提案とデザイン

の意味合いがすっきり理解できます。こ

のまま商品化して、現行品とどっちがよ

かっただろうと思いますよ。

松田：悪魔っぽいデザインでしたが、怖
がる方もいるので、悪者の表現を弱めて

ばい菌やウイルスに変更しています。そ

れから「手」を入れて、手洗いを印象づけ

ています。お母さんたちとコミュニケー

ションを取る商品や子ども向けの商品も

これをきっかけに考えるようになったか

なあと思います。とても勉強になりました。

シヤチハタ株式会社
広報室 室長
向井博文 さん

デジタル
マーケティング部
商品企画課 主任
松田孝明 さん

現在は、コーヒーやフルーツ
のパウダーなどを手がける企
業にお勤め。最新作は巣ご
もり需要に応えるパンケーキ
ミックス。「お客さま対応では
なく、自社製品なので働き方
に融通がきくようになりました。
試行錯誤を重ねながら、自社
の販売サイトの制作や商品
写真の撮影をやっています」

デザインという仕事

Close up
NUA-ism

進化する「名古屋芸大」のDNA
!
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　お話を伺った伊藤さんは、学生時代、ページ下のシヤチ
ハタ株式会社の「手洗い練習スタンプ おててポン」のアイ
デアを提案した方。卒業後、印刷・Web制作会社へ就職し
た後、転職して現在はメーカーのインハウスデザイナーとし
てお勤め。定時後の会社へお邪魔し「おててポン」のアイデ
アについてや、現在のお仕事、デザイナーとして企業に勤め
ることのリアルをお伺いした。

●●●
　「シヤチハタさんとのコラボに私が参加したのは3年目で、
それまでの先輩が出した作品を見ることができたんです。
それで、もうアイデアは出尽くしてるなと思いました。とりあ
えずいろいろな方向性を考えてみて、メモに書き出してみた
りしていました。たしか、このアイデアがものになるかなと
感じたのは、お風呂の中。よく、買うものとか明日忘れちゃ
いけないものを手にメモしたりするじゃないですか。それが
お風呂で洗うと消える。消えることを確認し、なんとかなる
かなぁと思った記憶があります」　ぱっと浮かんだアイデア、
そのときはそれほどいいアイデアとは思っていなかった。む
しろ、突飛すぎて駄目じゃないかと考えたという。「アイデア
としてちょっと変かなと思い、先生にいうにも恥ずかしいと
いうか、めちゃくちゃのような気がして、たくさん前置きしな
がら説明しました（笑）。話してみると、すごくいいよといわ

れてほっとしました。一緒に何案か安パイの代案も考えてい
たと思います」。

●●●
　伊藤さんは、デザイナーとして就職するが、学生時代から
企画や開発のセンスを持ち合わせていたようで、入社して数
年もするとデザインの仕事に加え、Web系の仕事をする部
署へと異動となった。「入社して2年間は、グラフィックデザ
イナーとして紙媒体のデザインをやっていました。後々、アー
トディレクターになりたいと考えていて、仕事をしながら勉
強したりしていました。会社でそんな希望を出していたとこ
ろ、デジタルソリューションというWeb制作の部署へ異動
となりました」 　Web制作の部署へ移り、サイトの制作や
広告運用の提案を行うなどの仕事をすることになった。現
職へ転職するまでの間、数々の案件をこなした。中には、東
海地区の方なら誰もが知るような大きなクライアントの仕
事も多数含まれる。「学生時代から、私は企画とかコンセプ
トがしっかりしていないとなかなかデザインができないタイ
プで、適性はもしかするとこっちにあるのかもしれないと思
いますね。企画書を書いて提案する仕事がかなり増えまし
た。ただし好き嫌いでいえば、企画書を書くよりもデザイン
の仕事が好きで、仕事に追われる中、やっぱりデザインの仕
事をやりたいなと考えるようになりました」。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1991年 愛知県生まれ
2014年 ヴィジュアル
 デザインコース卒業
 プリ・テック株式会社入社
2020年 転職し、パウダーフーズ
 フォレスト株式会社入社
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伊藤友美
NUA-OG

（いとう　ともみ）
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パウダーフーズフォレスト株式会社
制作部　デザイナー
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　多忙さも考えを後押しした。お客さんと直接やりとりし要
望を引きだし、それを制作側へ依頼して作り上げていく。デザ
イナーであったため、ときには自分でも手を動かし制作に加
わる。お客さんを持つ以上、やはり優先するのはお客さんであ
り、時間的な拘束も増えた。企画を練り、折衝し、自ら制作も
行う。心身ともに悲鳴を上げ始めるのも当然だった。「ちょっ
と頑張りすぎましたね。仕事はとても面白かったんですが、も
うちょっとデザインの仕事がしたいなと思いました。デザイ
ナーとしても成長できるところへ行きたいとも考えました」。

●●●
　転職するに当たり、Web系の制作会社のディレクターとし
てやっていくか、業界問わず広報室に入るか、メーカーに入り
デザインをやっていくか、この3つを考えた。そして、自分の
好きな感じのデザインを出しているところがいいと考え、現在
の会社へ転職する。「工業系のところより、かわいい感じのデ
ザインを出しているほうがいいなと思い、軽い気持ちで受け
てみました。今の上司が面接してくれたのですが、とても相性
がいいなと感じ、とんとん拍子で話が進みました。今は一緒
に仕事をしていますが、デザインの考え方も、アウトプットも

尊敬でき、とても勉強になります。会社を変わってまだ4ヶ月
なので、まだお見せできるようなものはないのですが、広告写
真やWebページなど、試行錯誤しながら作っています」。

●●●
　「そんなことはないと思うんですが、社会人になるとお金を
もらっているわけで、なんとなく誰も教えてくれないんだとい
う感覚がありました。もちろん上司や先輩が丁寧に教えてくれ
るんですが、デザインのスキルは教えられるだけでは伸びな
いので、自分でやって覚えていくしかありません。だけど、そ
れがなぜかわからなかった。勤めだした頃は、最初から完璧
なものを作りたいと無理をしていましたね。時間はかかりすぎ
るし、スキルも足りない。自分にできる範囲の仕事ならすぐで
きるんですけど、ちょっとそれを越えると、もうぐちゃぐちゃで
した。少しずつ成長していくしかないんですね」　以前の自分
の働き方を述懐した。ものごとに近道はなく、遠回りに思えて
も一つ一つ積み上げていくしかないというのは実感だろう。
現在は、一歩一歩デザイナーとしてのキャリアを積み上げて
いっていることを感じさせる。新しい環境ではつらつと働いて
いる様子が頼もしく見えた。

　シヤチハタ株式会社と本学の産学連携ワークショップで伊藤友美さんが提案したアイデアから「手洗い練習スタンプ お
ててポン」という商品が生まれたのは2016年11月のこと。それが、今年に入り、新型コロナウイルスの影響で、前年同月
比で出荷数が10倍にもなっているそうです。商品開発のこと、本学とのコラボのこと、いろいろと伺ってきました。

「おててポン」について伺いました

プレゼンの段階では、「ウォッシュポン」という名前でした。アイデアを最大限生かすため、大きさや印面デザインも見直しが行われました

手に押したスタンプが消えるまで手を洗う
ことで、しっかりと手洗いしたことが確認で
きる商品。スタンプを、従来の役割ではなく、
消すことで意味を持つという逆転の発想を
高く評価していただきました。新型コロナウ
イルスの影響により、手洗いの重要性が
再認識されたことで、「しっかり手洗いをサ
ポート」という発売当初からのコンセプトが
広く受け入れられ大きな話題になりました

-プレゼンの資料ですね。ちゃんと残して

あるんですね。

松田主任（以下敬称略）：私は、その場に
いて発表を拝見していました。当時、私は

まだ入社3年目で、審査するのではなく、

資料をまとめる役割で参加していました。

企画の新規性といいますか、聞いていてな

るほどと思いとても印象に残っています。

　ワークショップでは、もともと販売して

いた30mmと25mmの四角いスタンプ

を使い、その印面デザインを考えるとい

う課題でした。製品化するに当たっては、

アイデアを生かせるように考え直し、洗

面所などでも置きやすい小さなサイズに

変えています。

向井室長（以下敬称略）：当社では、スタ
ンプの使い方として「FAX済」や「領収済」

といった事務効率を向上させる商品を中

心に作ってきました。事務用品以外の使

い方を模索するような動きも社内にあり

まして、肌に押すようなアイデア、サッ

カーの応援で顔にペイントしたりします

よね、そんなものもあったかと思います。

ただ、伊藤さんのアイデアのような用途

提案、いつどんなふうに使うかはっきりと

用途まで考えたアイデアはとても新鮮で

した。

-製品化するまで4年近くかかっています。

どんなことがあったんですか？

向井：商品として見た場合はまだ完成で

はありません。商品化するためにはアイ

デア以外もたくさん必要です。また社内

には他にもたくさんの商品化のアイデア

があります。4年というのは、じつは特別

長いというわけでもないんですよ。

松田：せっかくのいいアイデアなので、そ
れを生かせるようにと手直しさせていた

だきました。一番の機能は、しっかりと手

洗いをさせることです。私にも子どもが

いますが、妻に聞いてみたところ、しっか

りと手洗いさせることが難しいといいま

す。手洗いの習慣を身につけさせたいと

いうのであれば、すぐ洗い流せるような

スタンプでいいのですが、しっかり洗う

となるとすぐ消えるようなものでは駄目

です。研究開発部門に相談し、石鹸で

洗っても30秒は消えないインキを開発し

てもらいました。もちろん、口に入れても

問題ない安全性も確保しています。

向井：どの会社の石鹸で洗っても30秒
かかるということも検証してるんですよ。

松田：たくさん試しましたね。インキとの
相性もあるかと思いますが、極端にすぐ

消えてしまわないように注意はしました。

市販されている石鹸は、ほとんど試して

みたのではないかと思います。

-印面のデザインも変わっています。デザ

インはいかがだったでしょうか？

向井：伊藤さんのデザインは直球でパ
ワーがありますよね。見た瞬間、何をした

いかがすぐわかります。提案とデザイン

の意味合いがすっきり理解できます。こ

のまま商品化して、現行品とどっちがよ

かっただろうと思いますよ。

松田：悪魔っぽいデザインでしたが、怖
がる方もいるので、悪者の表現を弱めて

ばい菌やウイルスに変更しています。そ

れから「手」を入れて、手洗いを印象づけ

ています。お母さんたちとコミュニケー

ションを取る商品や子ども向けの商品も

これをきっかけに考えるようになったか

なあと思います。とても勉強になりました。

シヤチハタ株式会社
広報室 室長
向井博文 さん

デジタル
マーケティング部
商品企画課 主任
松田孝明 さん

現在は、コーヒーやフルーツ
のパウダーなどを手がける企
業にお勤め。最新作は巣ご
もり需要に応えるパンケーキ
ミックス。「お客さま対応では
なく、自社製品なので働き方
に融通がきくようになりました。
試行錯誤を重ねながら、自社
の販売サイトの制作や商品
写真の撮影をやっています」

デザインという仕事
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　研究室にお邪魔したのは６月１日、対面授業が再

開された日である。キャンパスには学生の姿が見られ、

ようやく学校らしさを取り戻しつつある。しかしなが

ら、以前と同じように見えても、行き交う人の全員が

マスクをしていたり、何となく距離感が違っていたり、

世の中が変わってしまったことをことさらに感じさせ

る。真新しい研究室をたずねると、がらんどうの空

間にラップトップＰＣがポツンとあるだけ。しつらえ

られた本棚は、ほぼ空で何も入っていない。４月か

ら時間が止まってしまっていたようだ。それでも、迎

えてくれた部屋の主は、変わってしまった世界に何か

活力を与えてくれそうな、そんな明るい雰囲気だった。

　「フリーランスでエデュケーターをやっています。

アーティストではなく、アートとそれを受け取る人た

ちをどうつなぐか、そういうことをやってきました」　

エデュケーターは、キュレーターともコーディネー

ターとも、もちろん作家とも異なる立場。美術教育に

かかわる職業だと想像は付くが、聞けば、美術展な

どの来場者、観覧者たちに対して働きかけを行う認

識だそう。むりやり日本語にすれば、美術教育普及

担当者というところか。最近になり社会的にも認知さ

れ、ようやく市民権を得てきた職業である。「教育普

及担当ですけど、教えるというよりは、ヒントをたくさ

ん置いて、見た人に考えてもらったり、興味を持って

もらったりするきっかけを作るということをやってい

ます」　本棚から取りだした小さなバッグ。２０１６

年のあいちトリエンナーレで、実際に貸し出しされた

ものだという。開けてみると、色の付いた円盤、砂時

計、作品の一部を写した写真やオノマトペのカードな

ど、さまざまなものが入っている。「これを持って、作

品を見てもらうんです。円盤は回して止まったところ

の色が使われている作品を探してみる。写真はその

作品を探してみる。砂時計は砂が落ちるまで３分か

かるんですが、その間、じっくり鑑賞する。こんなふ

うに、作品を鑑賞するためのヒントや、新しいことに

気が付くためのきっかけ作りをやってきました」　な

るほど、観覧者の視線を作品のさまざまな場所へ誘

導する仕掛けがたくさん用意されている。

　「私は美術文化学科の３期生なんです。高校時代、

生物の先生になりたかったんですけど、進路を決め

るとき、これまで巡り合った先生たちみたいになれ

るかなと考えてみたら、到底自分にはなれそうにな

い（笑）。たまたま姉が名芸のデザイン科に通ってい

て、大学に美術文化学科というのがあり、向いている

んじゃないかと言ってくれたんです。もともと絵を描

くことは好きだったんですが、何かを表現するという

ことよりもアウトプットされたものを見るのが好きで、

これだと思いました」　美術文化学科は、作家や作

品の背景について研究するコース。そこにアートプロ

グラムとして人に作品を見せたり、体験させたりする

活動が加わっている。そのきっかけについてうかがう

と、恩師との出会いだった。「美術教育、幼児美術が

専門の前田ちま子先生（名誉教授）がいらっしゃって、

名古屋ボストン美術館でプログラムを行う課題があ

りました。その時期に開催される展覧会に合わせた

もので、一般の入場者に対して行うものでした。その

経験ですね。作品を調べ、自分で面白いと思ったこと

をお客さんに伝えて、その反応が返ってくる。ぜんぜ

ん思うような反応でなかったり、ときには辛くて泣き

そうになったり。それでも作家を研究しているだけで

は得られない魅力を感じました。参加者によって、同

じプログラムでもまったく違う着地点に辿り着いたり

します。とにかくそのことが面白かったですね。先生

はそんな機会をたくさん与えてくれました」。

　学生時代には、恩師ともう１人、現在も共に活動を

続ける友人（近藤令子）との出会いもあった。「４年

生のときに“フジマツ”（近藤、松村の真ん中を取って、

藤松=フジマツなのだそう）というユニットを組んだ

1984年 愛知県生まれ
2007年 美術学部美術文化学科卒業
2007～09年 メナード美術館勤務
2010年 「あいちトリエンナーレ2010」アシスタントエデュケーター
2011年 椙山女学園大学附属小学校　クリプトメリアンサタデースクー

ル造形教室講師
2012～14年 愛知県児童総合センター勤務
2014～15年 なごや子どもまちかど文化プロジェクト監修アシスタント
2015～16年 「あいちトリエンナーレ2016」エデュケーター

[プログラム・ワークショップ講師]
2012年 愛知県陶磁美術館「作品鑑賞プログラム　試してみる」
2015年 愛知県児童総合センター「つながるスゴロク」
 昭和日常博物館×横須賀市美術館「SHOWAスパイ大作戦」
2013年～ 昭和日常博物館ワークショップ講師
2014年～ 北名古屋市東図書館ワークショップ講師
2015年～ 大口町歴史民俗資料館ワークショップ講師

学生時代に同級生の近藤令子とアートプログラムユニット「フジマツ」を
結成。2006年、日用品を展示し、新たな視点から価値を問い直す「フジ
マツ美術館開館記念展覧会」を開催以来、現在まで数多くのアートプロ
グラム、ワークショップを開催。

んですけど、彼女と一緒にアートプログラムを行い、

自分たちだけでもプログラムがやれると実感できた

ことが嬉しかったですね。ＮＨＫ教育テレビの『ハッ

チポッチステーション』という番組が好きで、その中

にキュレーターを面白おかしく紹介するコントがあっ

たんです。『日曜美術館』のパロディみたいな感じで。

日用品を大袈裟に紹介するんですけど、それが面白

いねと話してるうち、デュシャンのレディ・メイドにも

つながるんじゃないかと、深夜のファミレスで２人で

大いに盛り上がりました。それでできたのが最初のプ

ログラムだったんですよ」（マルセル・デュシャン：既

成のものをそのまま、あるいは若干手を加えただけ

のものをオブジェとして提示した「レディ・メイド」

を数多く発表。作品「泉」が有名）　さまざまなもの

を従来と異なった角度や新しい視点で見ることで新

たな魅力を発見しようとする姿勢は、このときすでに

できあがっている。

　「ぜんぜん自分の知らなかった魅力的なことを

知ったときや自分が思い込んでたことが違うと解った

とき、パッと目の前が明るくなったような、視界が開

けたっていう感覚になります。たぶん、誰にでも経験

のある感覚だと思いますが、私はプログラムをやっ

ているとそういう気持ちになります。そんな感覚をみ

んなに抱いて欲しくてプログラムを作っているんです

よ。パッと世界が拡がったようなあの気持ちを、一緒

に味わいたいんですよ」。

　発想の根底には、目の前にあることを楽しむこと

があるようだ。深夜のファミレスでの雑談を見せられ

る形まで持っていくには苦労もあったと想像できる

が、それを成し遂げ、アイデアを現在まで大事にして

いることには敬服する。研究室の本棚は、やがてさ

まざまなもので埋められていくのであろう。どんなも

ので埋められていくのか。きっと楽しいものになるに

違いない。
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 「あいちトリエンナーレ2019」コーディネーター



14 15

　研究室にお邪魔したのは６月１日、対面授業が再

開された日である。キャンパスには学生の姿が見られ、

ようやく学校らしさを取り戻しつつある。しかしなが

ら、以前と同じように見えても、行き交う人の全員が

マスクをしていたり、何となく距離感が違っていたり、

世の中が変わってしまったことをことさらに感じさせ

る。真新しい研究室をたずねると、がらんどうの空

間にラップトップＰＣがポツンとあるだけ。しつらえ

られた本棚は、ほぼ空で何も入っていない。４月か

ら時間が止まってしまっていたようだ。それでも、迎

えてくれた部屋の主は、変わってしまった世界に何か

活力を与えてくれそうな、そんな明るい雰囲気だった。

　「フリーランスでエデュケーターをやっています。

アーティストではなく、アートとそれを受け取る人た

ちをどうつなぐか、そういうことをやってきました」　

エデュケーターは、キュレーターともコーディネー

ターとも、もちろん作家とも異なる立場。美術教育に

かかわる職業だと想像は付くが、聞けば、美術展な

どの来場者、観覧者たちに対して働きかけを行う認

識だそう。むりやり日本語にすれば、美術教育普及

担当者というところか。最近になり社会的にも認知さ

れ、ようやく市民権を得てきた職業である。「教育普

及担当ですけど、教えるというよりは、ヒントをたくさ

ん置いて、見た人に考えてもらったり、興味を持って

もらったりするきっかけを作るということをやってい

ます」　本棚から取りだした小さなバッグ。２０１６

年のあいちトリエンナーレで、実際に貸し出しされた

ものだという。開けてみると、色の付いた円盤、砂時

計、作品の一部を写した写真やオノマトペのカードな

ど、さまざまなものが入っている。「これを持って、作

品を見てもらうんです。円盤は回して止まったところ

の色が使われている作品を探してみる。写真はその

作品を探してみる。砂時計は砂が落ちるまで３分か

かるんですが、その間、じっくり鑑賞する。こんなふ

うに、作品を鑑賞するためのヒントや、新しいことに

気が付くためのきっかけ作りをやってきました」　な

るほど、観覧者の視線を作品のさまざまな場所へ誘

導する仕掛けがたくさん用意されている。

　「私は美術文化学科の３期生なんです。高校時代、

生物の先生になりたかったんですけど、進路を決め

るとき、これまで巡り合った先生たちみたいになれ

るかなと考えてみたら、到底自分にはなれそうにな

い（笑）。たまたま姉が名芸のデザイン科に通ってい

て、大学に美術文化学科というのがあり、向いている

んじゃないかと言ってくれたんです。もともと絵を描

くことは好きだったんですが、何かを表現するという

ことよりもアウトプットされたものを見るのが好きで、

これだと思いました」　美術文化学科は、作家や作

品の背景について研究するコース。そこにアートプロ

グラムとして人に作品を見せたり、体験させたりする

活動が加わっている。そのきっかけについてうかがう

と、恩師との出会いだった。「美術教育、幼児美術が

専門の前田ちま子先生（名誉教授）がいらっしゃって、

名古屋ボストン美術館でプログラムを行う課題があ

りました。その時期に開催される展覧会に合わせた

もので、一般の入場者に対して行うものでした。その

経験ですね。作品を調べ、自分で面白いと思ったこと

をお客さんに伝えて、その反応が返ってくる。ぜんぜ

ん思うような反応でなかったり、ときには辛くて泣き

そうになったり。それでも作家を研究しているだけで

は得られない魅力を感じました。参加者によって、同

じプログラムでもまったく違う着地点に辿り着いたり

します。とにかくそのことが面白かったですね。先生

はそんな機会をたくさん与えてくれました」。

　学生時代には、恩師ともう１人、現在も共に活動を

続ける友人（近藤令子）との出会いもあった。「４年

生のときに“フジマツ”（近藤、松村の真ん中を取って、

藤松=フジマツなのだそう）というユニットを組んだ

1984年 愛知県生まれ
2007年 美術学部美術文化学科卒業
2007～09年 メナード美術館勤務
2010年 「あいちトリエンナーレ2010」アシスタントエデュケーター
2011年 椙山女学園大学附属小学校　クリプトメリアンサタデースクー

ル造形教室講師
2012～14年 愛知県児童総合センター勤務
2014～15年 なごや子どもまちかど文化プロジェクト監修アシスタント
2015～16年 「あいちトリエンナーレ2016」エデュケーター

[プログラム・ワークショップ講師]
2012年 愛知県陶磁美術館「作品鑑賞プログラム　試してみる」
2015年 愛知県児童総合センター「つながるスゴロク」
 昭和日常博物館×横須賀市美術館「SHOWAスパイ大作戦」
2013年～ 昭和日常博物館ワークショップ講師
2014年～ 北名古屋市東図書館ワークショップ講師
2015年～ 大口町歴史民俗資料館ワークショップ講師

学生時代に同級生の近藤令子とアートプログラムユニット「フジマツ」を
結成。2006年、日用品を展示し、新たな視点から価値を問い直す「フジ
マツ美術館開館記念展覧会」を開催以来、現在まで数多くのアートプロ
グラム、ワークショップを開催。

んですけど、彼女と一緒にアートプログラムを行い、

自分たちだけでもプログラムがやれると実感できた

ことが嬉しかったですね。ＮＨＫ教育テレビの『ハッ

チポッチステーション』という番組が好きで、その中

にキュレーターを面白おかしく紹介するコントがあっ

たんです。『日曜美術館』のパロディみたいな感じで。

日用品を大袈裟に紹介するんですけど、それが面白

いねと話してるうち、デュシャンのレディ・メイドにも

つながるんじゃないかと、深夜のファミレスで２人で

大いに盛り上がりました。それでできたのが最初のプ

ログラムだったんですよ」（マルセル・デュシャン：既

成のものをそのまま、あるいは若干手を加えただけ

のものをオブジェとして提示した「レディ・メイド」

を数多く発表。作品「泉」が有名）　さまざまなもの

を従来と異なった角度や新しい視点で見ることで新

たな魅力を発見しようとする姿勢は、このときすでに

できあがっている。

　「ぜんぜん自分の知らなかった魅力的なことを

知ったときや自分が思い込んでたことが違うと解った

とき、パッと目の前が明るくなったような、視界が開

けたっていう感覚になります。たぶん、誰にでも経験

のある感覚だと思いますが、私はプログラムをやっ

ているとそういう気持ちになります。そんな感覚をみ

んなに抱いて欲しくてプログラムを作っているんです

よ。パッと世界が拡がったようなあの気持ちを、一緒

に味わいたいんですよ」。

　発想の根底には、目の前にあることを楽しむこと

があるようだ。深夜のファミレスでの雑談を見せられ

る形まで持っていくには苦労もあったと想像できる

が、それを成し遂げ、アイデアを現在まで大事にして

いることには敬服する。研究室の本棚は、やがてさ

まざまなもので埋められていくのであろう。どんなも

ので埋められていくのか。きっと楽しいものになるに

違いない。

松村淳子
（まつむら　あつこ）

芸術教養領域　リベラルアーツコース　講師
フリーランスエデュケーター

【第49回】

 マスター

エデュケーター
to

＜ 　 　 　 　 ＞視界が開ける感覚

[フジマツでの活動]
2006年 フジマツ美術館開館記念展覧会
2012年 アートラボあいち「ALAのナゾを集めて、ナゾ本作り！！」
2013年 アートラボあいち「考える本」「記憶の長者町」「フジマツナーレ」「フ

ジマツ美術館サンキューアート展」
2014年 刈谷市美術館「ひがわり美術館」
2015年 愛知県児童総合センター「TENTŌ」
 愛知県美術館ロビー「グランド・カフロス博士の庭」
2017年 東山動植物園 植物会館「なかにわ」
 碧南市藤井達吉現代美術館 「ヤスジ手帖をつくる日」
 みのかも文化の森 美濃加茂市民ミュージアム　みのかも annual 

2017 "On location" 「アート・トレッキングツアー」
 中川運河てくてく散歩　中川運河リミコライン・アートプロジェクト作

品展示 「ツナガルブック」「いかした日傘で運河をたのしもう」
 一宮市 三岸節子記念美術館「ミギシラボ」
 文化フォーラム春日井「わたしとサボテン写真館」
 愛知県児童総合センター「大きなTENTŌ」
2018年 織り目の在りか　現代美術展 in 一宮「“織り目のみりょくヒント集”

をつくろう」「おでかけ記念撮影会」「きもちのおと」
 愛知県児童総合センター「ちいさなやくそく　その2」「ミラーニュー

ロン・トレーニング」「ちいさなやくそく」
 みのかも文化の森「森の“焦げ地図”をつくろう」「ブルーシート本

をつくろう」
 しだみ古墳群「こふんとあそぼう」
2019年 名古屋大学キャンパスミュージアム展「仮説をあつめた本をつくる」
 「あいちトリエンナーレ2019」コーディネーター



July 
2020

52

http:/ /www.nua.ac.jp

グループ※記事中のホームページアドレスは、掲載先の諸事情で移転や閉鎖されている場合がございます。あらかじめご了承ください。

【お問い合わせ先】
名古屋芸術大学　広報企画部
〒481-8502 
愛知県北名古屋市熊之庄古井281番地
電話 0568-24-0359
FAX 0568-24-0369
E-mail ： grouptu-shin@nua.ac.jp

：名古屋芸術大学
：広報企画部
：くまな工房一社
：㈱クイックス
：2020年7月17日

発 行
企画・編集
デザイン・協力
印 刷
発 行 日

「
名
古
屋
芸
大

 

グ
ル
ー
プ
通
信
」

  

ウ
ェブ
サ
イ
ト

表紙の写真

幼保連携型認定こども園 森のくまっこでのお
昼時間。おいしそうなごはんでみんな笑顔。
下駄箱横には本日のメニューが貼り出され、
ガラス越しに大きな鍋でたくさん作っている
様子がうかがえます。
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2020年6月24日、本学と中部文
具工業共同組合加盟の文具メー
カー４社との産学連携企画、「2020 
文具デザインプロジェクト」の1回
目のミーティングが行われました。
このプロジェクトは、デザイン領域
の学生が受講する「デザイン実技
Ⅳ」の講義で、3年次までに習得し
たデザイン技術や知識を用い、商
品や製品の企画、調査、開発、製造、
販売までを見据えデザイン提案を
行うという実践的な内容の講座で
す。文具メーカーと相談しながら提
案を考え、優れた提案は製品化も
ありうる夢のあるプロジェクトです。
今回は初回の授業で、メーカー
と学生の顔合わせと課題テーマの
発表が行われ、学生はどのテーマ
に取り組むかを決定します。メー
カーごとにプレゼンテーションの時
間を設け、各メーカーの紹介とテー
マの発表、それぞれの独自技術や
特徴の紹介がされました。

プレゼンテーションに先立ち、履
修した学生が自己紹介を行いまし
た。デザイン領域の4年生が履修す
る講義であり、それぞれに自分の専
門と趣味などを紹介しました。デザ
イン領域のさまざまなコースの学
生に院生も含まれ、多様な学生が
集まりました。
課題テーマは、森松産業株式会

社様「在宅ワークで頭を切り替え
る！テーブル周りグッズ」、株式会社
馬印様「with コロナでの学校生活」、
大同至高印刷株式会社様「オープ
ンキャンパスで配る PPノベルティ
グッズ」、シヤチハタ株式会社様「授
業中のノート作りを助ける筆記具・
スタンプ」の4つ。コロナ禍の昨今
を反映した課題や、学生にとって身
近な学校や授業をテーマとした課

題となりました。4月からオンライ
ンで自宅から受講する学生にとっ
て、自身に関係のあることでもあり、
考えやすいテーマではないかと思
われます。
プレゼンしていただいた各社担
当の方からは、「予算や原価も考え
て相談し提案して欲しい」「いいア
イデアはぜひ製品化したいと社長
からのいわれている」「実現可能な
アイデアを求めている」など、この
取り組みを非常に現実的に捉えて
おり、この機会からいい提案が生
まれることを期待するコメントがあ
りました。
三枝樹成昭講師からは、このプ
ロジェクトの目的と、メーカーの専
門家を含めたデザインプロセスの
説明、また、参考としてこれまでの

プロジェクトで提案された作品の
紹介がありました。
学生はプレゼンを聞き、それぞ
れ希望するテーマを選択、1テーマ
4～5人ずつになるように割り振ら
れました。グループごとに集まり
メーカーの方とミーティングし、現
行商品や企業が保有する技術など
について質問したり、これまでの商
品化の背景などの説明を受けたり
しました。
今回のキックオフミーティングは、
3密を避けて大教室で行われまし
たが、今後は基本的にオンライン
で講義を行い、Facebook上で状況
報告、7月中旬に状況報告の中間
チェックで集まり、8月上旬にシヤ
チハタ株式会社様 大会議室での最
終審査を行うという予定となってい
ます。どんなアイデアが出てくるか、
期待がふくらみます。
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森松産業株式会社
のチーム

本学講師 三枝樹氏
により、1テーマ4～
5人ずつになるよう
に、学生の希望を聞
きながらチームへの
割り振りを調整

名古屋芸術大学　中部文具工業協同組合
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大同至高印刷株式
会社のチーム

シヤチハタ株式会
社のチーム

株式会社馬印のチ
ーム


